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２０２２年４月１日より成年年齢が、２０歳から１８歳に引き下げられます。明治９年以来、成年年齢は

２０歳とされてきましたが、ここにきて、憲法改正国民投票の投票権年齢や公職選挙法の選挙権年齢

などが１８歳と定められていること、若者に国政上の重要な事項の判断に関与するといった社会参画

を促すという観点から、成年年齢の引き下げが実現することとなりました。また、アメリカ、イギリス、イ

タリア、ドイツ、フランスなどのように世界では成年年齢を１８歳としている国が主流となっているため、

世界と足並みをそろえることにもなります。 

大人からすれば、長い人生の中で２年間前倒しになることはそこまで問題ではないかもしれません

が、１０代の当事者にしてみると「２年早く大人になれるのはうれしい！」、「２年早く大人になるのは心

配！」のように意見も様々だと思います。いずれにせよ、２年早く大人として扱われるための備えを十

分しておく必要が生じています。ちなみに１８歳で成年となると、携帯電話の契約やクレジットカードの

契約など、一人で有効な契約をすることができるようになります。また、親権に服さなくてもよくなるの

で、保護者の同意なく自分で色々なことを決めることができるようになります。自由度は断然高くなりま

すが、その分、自己決定したことに対して責任を負わなくてはいけなくなり、責任を全うすることの意味

も理解しておく必要が生じています。 

そこで注目されているのが、学校における消費者教育の充実です。消費者教育と一口に言っても取

り扱う内容は様々ですが、成年年齢の引き下げにあたっては契約に関する事項をしっかり学習するこ

とが望ましいとされています。なぜなら、判断力が十分でない社会経験の乏しい１８歳、１９歳を狙った

悪質な契約トラブルが増えるのではないかと懸念されているからです。これまでのように高校卒業後

から２０歳までの２年間は未成年であることを理由に保護を受けることができなくなることで、トラブル

の増加は必然的と思われています。 

そのため、契約に関する基本事項を幼いころから学習し、１８歳になるまでにきちんと知識を獲得で

きるようにするという流れが生まれています。成年年齢の引き下げを見越し、平成２９年の学習指導要

領改訂から、小学校家庭科では売買契約の基本を取り扱うことになりました。これにより、小学生も契

約主体であることを自覚し、契約に伴う責任や義務を理解したうえで、中学校、高等学校への学習につ

なげていくことができるようになりました。 

ただし、学校は決して万能ではないです。学校で学習させれば社会の諸問題を解決できるようにな

るわけではないということも改めて確認しておく必要があります。子どもを育てることは学校だけでなく、

家庭や地域、社会の仕事でもあります。みんながそれぞれの役割を十分果たし、協力し合うという姿

勢も必要です。学校には消費者教育を含め「○○教育」がたくさん入ってきています。一説によるとそ

の数は軽く７０を超えるのだそうです。学校はそもそも「学校教育」を行う場であるため、それ以外の

「○○教育」がたくさん入り込んでしまうと、先生方の負担もかなり増えてしまいます。言葉はよくないで

すが、先生方の「子どもたちのために」という善意につけこみ負担を強いることは避けなくてはいけな

いと思います。 

 社会制度は大人たちが作り上げるもので、その運営上の問題や不具合の責任は大人たちにありま

す。様々な業種・職種に関わる大人たちが協力し合い、子どもたちがその制度を存分に活用できるよ

う支援していくことが、今後より重要になってくると思います。 



      　　　ご卒業おめでとう

　　教職員一同心からお祝い申し上げます。

※新型コロナウイルス感染防止のため、撮影時のみマスクをはずして撮影しております。

     　　 ございます！
　　秋田学習センターでは、２０２１年度第１学期をもって、教養学部生１３名が卒業されました。

　　１０月３日（日）に、秋田学習センターにおいて、新型コロナウイルス感染防止を図りつつ出席者を限定
　し、学位記授与式が挙行されました。卒業生８名が出席し、式は滞りなく終了しました。
　　なお、学位記授与式の様子が秋田さきがけ新聞（２０２１年１０月１４日）に、記事として掲載されました。

学位記授与式の様子（学歌演奏） 学位記授与式 記念撮影

平成２６年度に制定した「放送大学秋田学習センター所長表彰取扱要項」に基づき、
所長表彰式を１０月３日（日）の学位記授与式終了後に開催しました。

受賞された皆様、誠におめでとうございます。

【学部において４コースを卒業された方】

・ 髙 橋 廣 實 さん （全科履修生） ： 社会と産業コース、人間と文化コース、
心理と教育コース、生活と福祉コース

・ 腰 山 裕 子 さん （全科履修生） ： 心理と教育コース、人間と文化コース、
生活と福祉コース、社会と産業コース

【エキスパートの認証を取得された方】

・髙 橋 真理子 さん （全科履修生） ： 臨床心理学基礎

・佐 藤 満 雄 さん （選科履修生） ： 福祉コーディネータ、社会生活プランナー

・佐々木 潤 子 さん （全科履修生） ： 生命人間科学

・松 本 美知子 さん （全科履修生） ： 次世代育成支援

・浅 井 冷 子 さん （全科履修生） ： データサイエンス

・伊 藤 環 さん （全科履修生） ： 心理学基礎

・齋 藤 文 夫 さん （選科履修生） ： 芸術系博物館活動支援、歴史系博物館活動支援
・佐 藤 和 子 さん （全科履修生） ： 社会生活プランナー
・高 久 百 子 さん （全科履修生） ： 心理学基礎

※ご本人から同意いただいた方の、氏名を掲載させていただいております。

所 長 表 彰
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西田所長式辞 卒業生代表謝辞

２０２１年度第１学期卒業証書・学位記授与式卒業生代表謝辞 

「放送大学卒業にあたって」 

収穫の秋を迎え、朝夕はめっきり冷気を覚える時節となってまいりました。本日は

私たち卒業生のために、このような学位記授与式を挙げていただき、誠にありがとう

ございます。また、所長をはじめ関係者の皆様におかれましては、ご多忙の中ご臨席

くださいまして、心から御礼申し上げます。旅立ちの節目となるこの場をお借りして、

卒業生を代表いたしましてお礼を述べさせていただきます。学長や所長のご祝辞を拝

聴しておりますと、放送大学生として勉学に励んだ日々が走馬灯のように脳裏に甦っ

てまいります。そして本日無事に卒業を迎えることができたことを、一同、心より喜ん

でおります。 

放送大学は１９８３年に設置され、約四十年の輝かしい伝統を受け継ぎながら、学

びを支援し続け、有能な学生を社会に送り出してこられました。私たちは学びの目的

や目標は様々ですが、学びを通してよりよく生きていきたいと強く願って放送大学の

扉を開き入学しました。大学では、高校までとは違い、自分自身で学びたいこと、やり

たいことを決め、興味のある分野について深く追究することができ、学ぶことや新しい

ことに挑戦する楽しさを知ることができました。しかし、学ぶことは容易なことだけでは

なく、様々な困難に遭遇することもありました。実際に放送大学の学生の多くは働きな

がら、様々な時間の制約の中で勉強に励んでいます。それは孤独な学びであり、自

分自身との闘いでした。時には仕事から帰り、机に向かう時にはもう疲れてしまい、な

にもやる気になれず、何度も何度も挫けてしまいそうになる時もありました。しかし、そ

れでも、１ｍｍずつでもいい、少しずつコツコツと自分のペースで前進し続け、今日こ

の日を迎えることができましたのも、ひとえに先生方や職員の皆様、素晴らしい学友

との出会い、そして影になり日向になり、学びを支えてくれた家族があったからこそで

す。語り尽くせない感謝の気持ちで一杯です。本当にありがとうございました。 

私たちはこれからも一人ひとりの目標に向かって、それぞれの道を歩み始めます。

放送大学で学び、過ごした日々に誇りと自信を持ち、ここで得た経験を活かし、これ

からの地域・社会で活躍できるように精進して参ります。 

最後になりましたが、本日ご臨席の皆様の、これまでのご指導ご支援に対し深甚

の感謝を申し上げ、日本の通信教育課程の雄たる放送大学のますますのご発展をご

祈念いたしまして謝辞とさせて頂きます。 

           ２０２１年１０月３日 卒業生代表 佐藤 貴之 
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　　 ２０２１年度第２学期入学者１１９名の皆様、ご入学おめでとうございます。

　　　秋田学習センター入学者数
　  　　　　　　(令和３年１０月１９日現在)

※ 今回入学された方の中からお二人にご寄稿いただきました。

二人の子供たちも県外に住み始めてから数年が経ち、のんびりと休日を過ごすようになりまし
た。「のんびり」と言えば、聞こえはいいですが、何か時間を無駄に使っているように感じ始めま
した。この時間を有効に使うべきでは？と考え、自分の中で何となく気持ちが引っ掛かっていた
放送大学で勉強するということに決めました。入学前に届いたテキストと添削問題の難しさに困
惑し、また、分からないときに隣の人に聞けないという通信ならではのスタイルに難しさを感じて
おりますが、会社員と大学生の二刀流で自分なりのメダルを目指して進んでいきたいと思ってお
ります。

学生の皆様、学習センターの関係者の皆様、何かとご迷惑をお掛けすると思いますが、ご指導
のほど、よろしくお願い致します。

「コロナ禍」と言われるようになり、１年以上が経ちました。これを機に自分の内面と向き合って
みようとするのも疲れてくる頃だと思います。日常での取捨選択が多くなったことで、本当に必要
なものが何なのかようやくはっきりしてきた気もします。

私にはこの約１年半のなかで高校を中退するという大きな出来事がありました。その選択が正
しかったのか間違いだったのかを知ることはできませんが、こうして放送大学に科目履修生とし
て入学し能動的に学習しようと自分の意思で決断できたのは、間違いなく高校を中退したことが
きっかけだったと言えます。良い意味でも悪い意味でも新型コロナウイルスに翻弄された私達
は、もう今までと全く同じようにはいられません。様々なもののあり方が変わり、ただ流されるだ
けで生きていくこともできません。

この危機を乗り越えられたいつかの未来に備え、自分の学びたいことを学ぶことで、その学び
を通してこれまでとは異なる方向や方法でまた自分を見つめ直せたらと思います。対面でのコ
ミュニケーションが難しい時世ではありますが、この秋田学習センターに所属する方々との関わ
りも大切にしながら学びをより深いものにしたいです。

　　　　　　　『学びを通して自分と向き合う』　　　　　　　　　　　　【科目履修生】　　田口　夏音

　　　　　　　『やってみよう』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【全科履修生】　　木内　斎

　　　　ご入学おめでとう

   　　　　   ございます！

　　 ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

　１０月３日（日）、秋田学習センターにて「２０２１年度第２学期入学者の集い」が開催され、教養学部２１名、

　大学院１名の新入生が参加しました。新たな学習への思いを胸に新学期が始まりました。

【教養学部】

25

28

39

17

109

全科履修生

選科履修生

合　　計

科目履修生

特別聴講生

0

6

4

10

修士全科生

修士選科生

修士科目生

合　　計

【大学院】

入学者の集いの様子（学長挨拶）
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２０２１年度第２学期面接授業科目一覧
（秋田学習センター開設科目）

　　授業内容は放送大学ホームページでご覧いただけます。窓口にて時間割表（別刷）も配布しております。

　　　　追加登録対象科目・・・１０月３０日以降の開設科目で空席がある科目（空席発表は１０月１５日）
　　　　追加登録有無欄に/のある科目は追加登録の対象となりません。

第２学期 面接授業について

２０２１年度第２学期の面接授業も、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から秋田県内
在住者に限定（越境受講禁止）して募集をおこないました。受講定員も収容定員の半分以下と
し、各種感染予防対策を講じ対面により実施いたします。応募者が募集定員を上回った場合は
抽選となり、必ずしも受講できるとは限りません。「科目登録決定通知書・払込取扱票」で確認
し、授業料を納入の上受講することになりますのでご注意ください。

なお、新型コロナウイルスの感染拡大等”不測の事態が発生した場合”は科目によっては「閉
講」または「Web（Zoom）による実施」となりますので、本センターのホームページを確認する等
ご注意願います。

科 目
区 分

科 目コード 科 目 名 講 師 授 業 実 施 日
不測 の事
態の 対応

追加募集
の有無

基 盤 外 国 語 2579308 英語学習の楽しみ方 　　　　若有  保彦
秋田大学教育文化学部・准教授

10/30( 土 ),10/31( 日 ） Zoom 有

一 般 2578239 新・初歩からのパソコン
　　　　佐々木　芳宏
秋田大学大学院理工学研究科・
准教授

12/4( 土 ） ,12/5 （ 日 ） 閉 講 有

導 入 情 報 2579332 情報技術の基礎 　　　　横山  洋之
秋田大学教育文化学部・教授

10/16( 土 ） ,10/17( 日 ） Zoom 　

人 間 と 文 化 2579316 現代思想 　　　　小倉  拓也
秋田大学教育文化学部・准教授

11/13( 土 ),11/14( 日 ） Zoom 有

2579324 ドイツ文学を読む 　　　　中村　  寿
秋田大学教育文化学部・講師

11/27(土）,11/28(日） Zoom 有

専 門 生活と福祉 2579340 介護予防実践の理論と実際
　　　　久米　  裕
秋田大学大学院医学系研究科・
講師

10/16(土）,10/17(日） 閉 講 　

2579359
演習で考えるリハビリテーショ
ン

　　　　齊藤　　明
秋田大学大学院医学系研究科・
講師

11/6(土）,11/7(日） 閉 講 有

2579367 健康増進のための栄養学 　　　　池本　　敦
秋田大学教育文化学部・教授

11/20(土）,11/21(日） Zoom 有

2579375 健康生成論とストレス対処力 　　　　戸ヶ里泰典
放送大学・教授

12/18(土）,12/19(日） 閉 講 有

心理と教育 2578425 心理学実験１ 　　　　中野　良樹
秋田大学教育文化学部・教授

10/23(土）,10/24(日） 閉 講 　

2579383 知覚認知と心理学的環境設定 　　　　森　　和彦
秋田大学名誉教授

10/30(土）,10/31(日） 閉 講 有

人間と文化 2579391 百年戦争―戦場とペスト 　　　　佐藤　　猛
秋田大学教育文化学部・准教授

10/23(土）,10/24(日） Zoom 　

2579405 秋田から、海の交流史 　　　　渡辺　英夫
秋田大学教育文化学部・教授

11/13(土）,11/14(日） 閉 講 有

情 報 2579413 視覚認知と情報技術
　　　　石沢　千佳子
秋田大学大学院理工学研究科・
准教授

11/6(土）,11/7(日） Zoom 有

2579421 とても身近な画像情報学
　　　　石井　雅樹
秋田県立大学システム科学技術
学部・准教授

12/25( 土 ） ,12/26( 日 ） Zoom 有

自然と環境 2579430 身の回りの電気と磁気の基礎
　　　　吉田　征弘
秋田大学大学院理工学研究科・
講師

12/11(土）,12/12(日） Zoom 有
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◎空席発表日：令和３年１０月１５日（金）
空席数の確認については、教務情報システム（システムWAKABA）や学習センター

掲示板で確認、または事務室へお問い合わせください。

◇面接授業受講の際の諸注意

面接授業を受講する際は、シラバスを事前に確認の上ご準備ください。特に

教科書または参考書の記載がある科目がありますのでご注意願います。

◇「心理学実験(Web)」の追加開講について
新型コロナウイルス感染拡大の影響による定員の減少に伴い、抽選漏れ等によ

り受講できない学生が多数いることから、大学本部の要請に応じ全国９センター
（全１２クラス総定員３６０名）において、心理学実験のWeb授業を追加開講し
ております。詳細は放送大学ホームページをご覧ください。

◎追加登録について
追加募集を実施する科目のうち、欠員がある科目については追加募集を行います。

追加登録方法には、「事前申請方式」と「先着方式」があります。

○事前申請方式
・受付期間 １０月１５日（金）～１０月２０日（水）
・申し込み方法

①学習センターの窓口で申請…申請書・学生証をご持参ください。（許可となっ
た場合、１０月３１日（日）まで窓口に授業料を持参）

②郵送による申請…申請書・学生証の写しを同封の上、封筒の表に「科目追加

登録申請書在中」と朱書きし郵送。

（許可となった場合、現金書留にて１０月３１日（日）１７：００必着）

○先着方式

・受付期間 １０月２１日(木）～１２月１８日(土）
※ただし、当該面接授業開講日の１週間前まで。詳しくは、秋田学習センターホー

ムページまたは窓口でご確認ください。受付期間内でも定員になり次第締切とな

ります。

・申込み方法

①学習センターの窓口で申請…申請書・授業料・学生証をご持参ください。

②郵送による申請…申請書・学生証の写し・授業料・返信用封筒（84円切手貼付・
宛名明記）を全て同封のうえ、現金書留にて郵送してください。
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実践的Zoom講習会を実施しました
面接授業（Web）などで使用するZoomの基本知識、及び基本操作を実践的に学ぶZoom講

習会をパソコン未経験者及びパソコン初心者を対象に下記のとおり実施いたしました。
講習会には３６名の方から参加申込をいただきました。２１歳から８９歳までと幅広い年代の

方に参加いただき、新しいことに挑戦しようとする姿勢や熱心な受講姿勢に受講生の皆さんの
勉学に対する意識の高さを感じました。

自宅からのZoom実践では、事前にZoomのインストールをしていなくてZoomへの接続に時
間がかかったり、ノートパソコンにWebカメラが搭載されていなかったなどが原因で参加できな
かった方もおりました。

Zoomをはじめる方は、一度パソコンの購入先でZoomができるかどうかを相談してみること
をお勧めします。
   なお、Zoomでの面接授業では、キャンパスメールにZoomの招待メールが秋田学習センター
から送信されます。『システムWAKABA』にログイン（初回ログイン時に必ずパスワード変更を
行ってください。）し、日頃からキャンパスメールなどをチェックするようにしてください。

秋田学習センターでの６回及び自宅での３回と充実した講習会を全９回無事に終了すること
ができました。参加いただきました受講生の皆さん、お疲れさまでした。

参加された方から「とても丁寧に説明していただいて分かりやすかった」「マンツーマンで指
導してくださり、初心者でも楽しく参加できました」等の感想をいただきました。

ご多忙の中、講師をお引き受けいただきました秋田大学大学院理工学研究科人間情報工
学コース白井光先生、並びにTA（ティ―チングアシスタント）の秋田大学大学院理工学研究科
博士前期課程菊地亮太さん、本田悠将さん、三浦有沙子さん、高松未佳さん、とても丁寧にご
指導いただきまして誠にありがとうございました。お礼申し上げます。

今後、益々情報リテラシーが必要となる社会になりますが、世の中から取り残されないよう
にしたいものです。

なお、本事業は、２０２１年度学長裁量経費（学習センター支援）に採択されて実施いたしま
した。

１．開催日時・場所

【秋田学習センター実習室】

第１回 ８月２０日（金）１３：３０～１６：００ 第２回 ８月２１日（土） ９：３０～１２：００

第３回 ８月２１日（土）１３：３０～１６：００ 第５回 ９月１１日（土）１３：３０～１６：００

第６回 ９月１２日（日） ９：３０～１２：００ 第７回 ９月１２日（日）１３：３０～１６：００

【自宅】

第４回 ９月１１日（土） ９：３０～１２：００ 第８回 ９月１８日（土）１３：３０～１６：００

第９回 ９月１９日（日）１３：３０～１６：００

２．主な内容

〔１〕秋田学習センター実習室での講習（６回：各回同様の内容）

・キャンパスメールの使い方

・Zoomの概要と使い方

・Zoom操作演習

〔２〕自宅からのZoom授業参加実践（３回：原則〔１〕を受講した方）

３．対象者

・秋田学習センター所属の学生で、パソコン未経験者及びパソコン初心者

４．担当講師

・秋田大学大学院理工学研究科人間情報工学コース 白 井 光 先生

・秋田大学大学院理工学研究科博士前期課程 菊 地 亮 太 さん

・秋田大学大学院理工学研究科博士前期課程 本 田 悠 将 さん

・秋田大学大学院理工学研究科博士前期課程 三 浦 有沙子 さん

・秋田大学大学院理工学研究科博士前期課程 高 松 未 佳 さん
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　「Zoom講習会に参加して」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修士選科生　加賀谷　勲

八十路の私が大学で学ぶ目的は生きがいづくりである。健
康管理は大事であるが脳機能の衰え防止が何よりも肝心で
ある。還暦で入学し、コース選びもよく分からずに事務の方の
奨めで「人間の探究」から始まり全コース終わったが、大学は
死ぬまで続けたい。そのうちに運転も出来なくなるであろう。
歩いても行けなくなる。

私にとって、放送大学のシチュエーションは心身の訓練によ
る自己啓発にある。教授や将来を支える若者と学び合いお互
いを育て合う場でもあり、面接授業の合間、ロビーでの仲間
同士のさりげない雑談を通して、人生観など大事な話題に触
れることもある。それが後々まで心に残り貴重な自分の人生
訓になる。Zoomの活用はそんな仲間が集まらなくても、リ
モートでミーティングを開いてブレーンストーミングで盛り上が
り意識を高めることができるので、参加者皆の欲求が満たさ
れ能率的であると思った。

　「Zoom講習会に参加して」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選科履修生　石井　正之

「パソコン未経験者大歓迎」、「参加は無料」との文言に惹かれ
て講習会に参加した。１回目が学習センター実習室で、２回目が
自宅で基本操作や模擬授業を体験するものであった。１回目は
大学院学生さんの的確な助言もあり無事終了したが、２回目の
自宅授業で問題が発生した。自宅のパソコンと学習センターとを
接続し「入室」するのであるが、画像の接続が出来ないのであ
る。初心者の私は解決方法など思いつくはずもなく諦めていた
ら、学習センターにいらっしゃる講師の方から「リモート助言」が
ありそのとおり操作したところ、画像もつながり「入室」できた。パ
ソコンに映る自分の姿に感動してしまった。

初心者の私のため特別に時間を割いて指導して下さった西田
所長さん、白井先生、ありがとうございました。

　「Zoom講習会に参加して」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全科履修生　西村　陽子

以前からZoomに関心があり「ばっけ」第９８号を見て、すぐ
申し込みました。コロナ禍の現在、この後もZoomは益々、必
要とされるでしょう。受講して本当に良かったと思っています。
最初は、パソコンの操作がテキスト通り進まなくて焦りました。
そして学習センターのパソコンと自宅のパソコンの状態が違う
ので、苦労しました。でもその都度、先生や学生さん達から丁
寧に教えて頂き、最後に自宅講習のZoomミーティングに参加
して、画面で先生との会話、参加者皆さんの顔（自分の顔も）
を見て実感しました。これからWeb授業に積極的に参加しよう
と思います。

最後に白井先生、西田所長、秋田大学の学生さん、秋田学
習センターの皆さん有難うございました。

　「新しい一歩」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全科履修生　加藤　久美子

コロナが流行し、１年半が過ぎました。初めは違和感があった
分割されたテレビ画面も見慣れるようになり、少し物足りないと
思いながらも、これからの重要なコミュニケーションの１つだと感
じていました。

Zoom講習会に参加し、実際、画面上で先生と繋がり、同じ講
習会に参加した皆さんに会えたとき、別々の場所でありながら、
同じ時間を共有し学ぶ一体感を感じ、うれしい気持ちになりまし
た。先日、さっそく県外にいる娘とZoomでウクレレを教えてもらう
約束をしました。長く続いた”空の巣症候群”から、ようやく抜け
出せそうです。ありがとうございました。

◆実践的Zoom講習会
 を終えてのご感想と講
 習会の様子（写真）◆
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 【第1回募集】
  ◆出願受付期間 【郵　送】　　　    １１月２６日（金）～２０２２年２月２８日（月）まで（本部必着）　

  ◆出願受付期間 【インターネット】 １１月２６日（金）～２０２２年２月２８日（月）２４時まで

 【第２回募集】
  ◆出願受付期間 【郵　送】　　  　  ２０２２年３月１日（火）～３月１５日（火）まで（本部必着）　

  ◆出願受付期間 【インターネット】 ２０２２年３月１日（火）～３月１５日（火）１７時まで

　 ※第１回募集と第２回募集の違いは、「合格通知書兼払込取扱票」の送付時期及び

　　  印刷教材の発送時期・学費納入期限です。

　　  詳細は募集要項（https://www.ouj.ac.jp/hp/nyugaku/）をご覧ください。

2022年度第１学期学生（2022年4月入学）募集について

放送大学の大学説明会を、秋田学習センターにおいて開催いたします。
皆様の身近に、「働きながら学んで大学を卒業したい」もしくは「学びを楽し
みたい」と考えている方はいらっしゃいませんか？そういった方に、大学説
明会及び相談会が行われることをお話しいただければ幸いです。

また、入学相談は下記日程以外でも常時行っておりますので、お気軽に
お問い合わせください。

　第１回　令和３年１２月１９日（日）午後１時３０分～午後３時
　第２回　令和４年　１月２２日（土）午後１時３０分～午後３時
　第３回　令和４年　２月２０日（日）午後１時３０分～午後３時

内容：大学説明・施設案内・個別相談
開催場所・問合せ先・申込先：放送大学秋田学習センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〒010-8502 秋田市手形学園町１-１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （秋田大学内）地方創生センター２号館４階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL018-831-1997　FAX018-837-4885

大学説明会 （２０２２年４月入学）の案内要項を今回送付の機関誌「ばっけ」第９９号に
同封しております。学生の皆様の友人、知人、職場の方々に同封の案内要項を渡し、紹
介していただければ幸いです。

いつでも、どこでも、だれでも学べる放送大学の素晴らしさを、ひとりでも多くの方に
知っていただきたいと思いますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。

放送大学秋田学習センター主催

放送大学「大学説明会」の開催について

-8-



＊県外12名

全科履修生 375 名 修士全科生 5 名
選科履修生 81 名 修士選科生 18 名
科目履修生 25 名 修士科目生 3 名

＊ 特別聴講生 74 名 合     計 26 名
合      計 555 名

１０代 85 名 ２０代 1 名
２０代 102 名 ３０代 2 名
３０代 60 名 ４０代 5 名
４０代 87 名 ５０代 9 名
５０代 79 名 ６０代 3 名
６０代 85 名 ７０代以上 6 名

７０代以上 57 名 合 　　計 26 名
合  　 計 555 名

＊特別聴講生＝単位互換協定を結んでいる学校における放送大学在学者

秋田学習センター所属の在学者(２０２１年度１学期）の状況について

２０２１年９月末における当センター所属の学生状況についてお知らせします。在籍者数は教養学
部５５５名と大学院２６名の計５８１名です。ここ数年の入学者の動向としては、１０代、２０代の若年
者数の増加が特色です。キャリアアップに果敢に挑戦しようとしている若者には頼もしさを感じます。

また、秋田県では、若者だけでなく、全体的に入学者の増加が続いています。２０２１年度２学期の
入学者数も前年度比１１７％と大きく伸びました。少子高齢化の進行が喫緊の課題となっている秋田
県ですが、一人ひとりは今ある人生のさらなる高見を目指して、自分にふさわしい生涯教育を実践し
ているのではないでしょうか。在学者皆様の向上心にあらためて敬意を表したいと思います。

学生数分布図【教養学部】 学生数分布図【大学院】

在学生状況【教養学部】 在学生状況【大学院】

種 別

年 令 別

種 別

年 令 別
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   来所の際は、必ず事務室窓口で受付を行ってください。

キャンパスメールについて

「キャンパスメール」（学籍番号@campus.ouj.ac.jp）は、Webブラウザを利用した電子メールシステ
ムです。
　・放送大学本部および学習センターからの修学関連事項の連絡
　・学生から放送大学本部および学習センターへの連絡手段
　・メール機能としての活用

２０２１年５月発行の機関誌「ばっけ」第９７号に掲載されまし
た大西洋一先生の「バンクシーと「国民保健サービス（NHS）」
―医療従事者へのエールとして―」が『ON AIR webの学習セン
ター・教員セクション』に転載されました。
https://webmagazine.ouj.ac.jp/category/campus-x-
teachers/page/2/

また、２０２１年７月発行の機関誌「ばっけ」第９８号に掲載さ
れました中野良樹先生の「私とオンライン授業ー過去・現代・未
来」が、１０月中旬頃に掲載予定です。『ON AIR webの学習セ
ンター・教員セクション』をぜひ、ご覧ください。

　　　　※１２：００～１３：００は、昼休みおよび消毒作業時間となります。

   視聴学習室・図書室利用またはゼミの参加なども事務室窓口にて、学生証を提示の上、体温測
定を行い健康状況を申告してください。

  ・体調がすぐれない場合は、来所をご遠慮ください。
  ・マスクを着用してください。
  ・アルコール消毒液で手指を消毒してください。
  ・「３密」にならないよう、ご協力ください。

機関誌「ばっけ」からON AIR webへの転載について

 2020年
　 　10月1日
　　　　～
　　当面の間

午前 9：30～12：00

午後 13：00～17：00

9：15～12：00

13：00～17：00

≪　開　所　時　間　≫　

期　　　間 曜　日
視聴学習室・

図  書  室
事務室

窓口受付

学習センターからのお知らせ

キャンパスメール

緊急時のお知らせや面接授業

（Zoomの招待URL）など、大事な

お知らせを配信します。定期的に

確認するようにしてください。
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　 OPACシステム簡易検索

　 ディスカバリーサービス（図書電子ブック等まとめて検索）

ロッカーおよび座席について

資料などの取り扱いについて

放送大学附属図書館ホームページの「OPACシステム」で図書資料の取り寄せ申し込みをする
ことで、学習センターで受け取ることができます。（附属図書館の一般図書のみ）
　 在籍中の全学生は自宅配送が利用できます。（配送料自己負担）
※OPACシステム利用法
❶放送大学附属図書館のホームページにアクセス　https://lib.ouj.ac.jp/index.html
❷OPACシステム簡易検索をクリック⇒OPACのトップページに移動
➌検索窓に書籍のタイトルやキーワードを入れ「検索ボタン」をクリックすると、
　 書籍検索結果の一覧が表示されます。
❹借りたい図書資料名をクリック。
　 取り寄せできるものは、予約が表示されます。
❺受取希望館または自宅配送を選択し、連絡先を確認して申込をクリック。

貸出冊数・機関について

学部生・・・・・・・・・・・１０冊
卒研履修・・・・・・・・・２０冊
大学院（博士）・・・・・３０冊

貸出期間は1ヶ月以内

ロッカーおよび視聴学習室・図書室における座席は、事務室窓口で受付の際、指定しますのでご協
力ください。

学習上必要とする教材以外の所持品（カバン等）は、視聴学習室・図書室に持ち込まないでロッカー
をご利用ください。なお、貴重品は身に着けてください。

放送教材は、図書受付カウンターで手続きをすれば、室内視聴が可能です。登録科目以外の放送
教材も視聴できます。2020年度以降（大学院は2019年度以降）の新規開設科目につきましては、放送
教材（DVD/CD）の配架は行っておりません。配架中の放送教材は、閉講になるまで視聴できます。イ
ンターネット視聴では全科目の視聴ができます。
※放送教材の貸出は、現在登録している科目および再試験科目の放送教材を郵送にて大学本部から
   ご自宅に取り寄せることができます。往復の送料は、貸出希望者の負担になります。詳しくは、「学生
   生活の栞」（教養学部32～35頁、大学院文化科学研究科44～47頁）に記載しております。

視聴学習室・図書室からのお知らせ

・ヘッドホンは図書受付カウンターにありますので、利用を希望される方は図書受付カウンターに申し
出てください。感染防止の観点から、自分で所有するヘッドホン/イヤホンを持参して使用することをお
すすめします。
・使用済みのヘッドホン、DVD、CD、書籍は返却用ワゴンに返却してください。

放送教材（DVD/CD）の室内視聴

検索

検索

ログイン画面になったら

システムWAKABAと同じ

ＩＤ・パスワードを入力し

てね

放送大学附属図書館で本を借りる方法について
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システムWAKABA等のパスワード変更について

【問い合わせ先】電話番号　０４３-２７６-５１１１

通信指導について

　　　　　　通信指導提出期間 １１月９日（火）１０：００～１１月３０日（火）１７：００（ｗeb）

　　　　        　　　　　　　   　    １１月１６日（火）～１１月３０日（火）本部必着（郵送）

諸証明書発行について

学割証の発行について

※提出については一部の科目を除き、インターネット上で通信指導問題の提出・解説の閲覧ができる『web通信
   指導』が利用可能です。『web通信指導』で通信指導問題の提出（送信）を行った場合には、郵送による提出
   は不要です。
   対象科目・受講方法についてはシステムWAKABAホームページをご覧ください。

　☆｢提出型｣問題の答案を本部へ提出します。

　☆｢自由型｣問題は自学用です。提出の必要はありません。

※通信指導の添削結果は大学本部から１科目ずつ送付され、その合否は同時期に別に送付される｢受験票｣に
   よって通知されます。添削結果より先に受験票が届く場合もあります。

※択一式科目（併用式科目の択一部分）の添削結果が１月７日（金）まで、記述式科目（併用式科目の記述部
   分）の添削結果が１月１７日（月）までに届かない場合は大学本部（043-276-5111（総合受付））へ連絡して
   くださ い。

※１月１４日(金)になっても単位認定試験の受験票が届かない場合、あるいは紛失した場合は大学本部（043
   -276-5111（総合受付））へ連絡してください。

※問題は印刷教材と一緒に送付していますが、一部の新規開設科目については別に送付する場合もありま
   す。問題が１１月４日(木)までに届かない場合は大学本部（043-276-5111（総合受付））へ連絡してください。

証明書の発行は学習センターで行っています。『学生生活の栞』巻末にある「諸証明書交付願」に必要事項を
記入の上、学習センターに請求してください。「諸証明書交付願」は放送大学ホームページからもダウンロード
できます。

なお、教員免許状申請のための単位取得証明書が必要な場合は「教員免許状申請用証明書」と書かれてい
る様式を使用してください。

証明書発行手数料は１通につき２００円です。郵送の場合は、発行手数料（現金書留または郵便定額小為
替）と返信用封筒（長形３号・切手貼付・宛先明記）を同封の上、学習センターに請求してください。

全科履修生・修士全科生が自宅から学習センターへ通う場合や、他センターの面接授業・研究指導を受けに
行く場合等に「学割証」を発行します。

ＪＲの回数券・乗車券を２割引きで購入できます。通学定期券は対象外です。ご希望の方は事務室窓口へお
申し出ください。なお、他学校の行事への参加は対象になりません。

                事務室からのお知らせ

　システムWAKABAをご利用の際、パスワードの初期設定を変更する必要があります。

※初期パスワードは、一定期間を過ぎますとシステムにログインできなくなります。
※初回ログイン時に必ずパスワードの変更をお願いします。

　 システムの利用を再開したい場合や変更したパスワードを忘れてしまった場合は、学生サポートセンターに
ご連絡ください。

通信指導とは、授業の一定範囲から出題された問題の答案を提出して、担当教員の添削指導を受けること
です。通信指導合格により単位認定試験の受験資格が得られます。

放送大学教養学部

全科履修生

氏 名 放送 太郎

生年月日 昭和○○年○○

月○○日

学生証を

受け取り

に来てく

ださいね。
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1日 2021年度卒業研究報告書提出期限
6・7日 面接授業 『演習で考えるリハビリテーション』

面接授業 『視覚認知と情報技術』
9日 通信指導提出受付開始（web）

13・14日 面接授業 『秋田から、海の交流史』
面接授業 『現代思想』

16日 通信指導問題提出受付開始（郵送）
20・21日 面接授業 『健康増進のための栄養学』

26日 2022年度第1学期出願受付開始（～3/15）
27・28日 面接授業 『ドイツ文学を読む』

30日 通信指導提出期限【本部必着】（web～17時まで）

4・5日 面接授業 『新・初歩からのパソコン』
11・12日 面接授業 『身の回りの電気と磁気の基礎』

17日 大学院修士論文提出期限
18・19日 面接授業 『健康生成論とストレス対処力』　

19日 第1回大学説明会（13：30～15：00）
25・26日 面接授業 『とても身近な画像情報学』　

28日 臨時閉所日
29～31日 年末閉所日

1～3日 年始閉所日
14日 学部・大学院単位認定試験(～1/21)自宅での受験
14日 大学入学共通テストのため入構規制

15・16日 臨時閉所日（大学入学共通テストのため）
21日 単位認定試験提出期限（消印有効）
22日 第2回大学説明会（13：30～15：00）

単位認定試験期間変更に伴い、
1月の閉所日が変更となりますのでご注意ください。

･･･閉所日

･･･通信指導提出期限

･･･単位認定試験日（院・学部）

　　※予定は変更する場合もありますので、学習センターホームページ等で
   　　ご確認ください。

今後のスケジュール

※1月15日(土)～16日(日)は秋田大学手形キャンパスが大学入学共
通テストの試験会場となりますので、学習センターは臨時閉所させて
いただきます。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いい
たします。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

12月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

11月

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

1月
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